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診診療療局局：：心心臓臓血血管管外外科科  

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役 職 スタッフ名 

副病院長兼手術センター長 

兼心臓・血管センター長 

兼患者サポートセンター長 

兼臨床工学・技術センター長 

兼国際センター長 

舩津 俊宏 

部 長 

兼ICU/CCUセンター長 
良本 政章 

医 長 山田 翔平 

非常勤医員 岩井 駿(10月入職) 

非常勤医員 琴谷 美咲(9月退職) 

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

心臓血管外科では、冠動脈疾患、弁膜症、大動脈瘤、

弁膜症合併不整脈、下肢閉塞性動脈硬化症、下肢静脈瘤

など、心臓大動脈、末梢血管を中心とした多様な病変に外

科治療をおこなっている。近年、心臓血管外科領域も手術

の低侵襲化が進んでおり、当科でも積極的に取り組んでい

る。弁膜症については僧帽弁疾患、三尖弁疾患、大動脈

弁疾患、心房細動、一部の先天性心疾患に対して、完全

3D内視鏡下手術、いわゆる低侵襲心臓手術（MICS）を行

い、患者の早期回復を実現している。本法では創部が小さ

くなる(約3cm)ことから整容性や早い社会復帰が主な実施

理由であったが、最近は高齢者や呼吸機能低下症例、さら

に再手術症例にも適応を拡大し、良好な結果を得ている。

冠動脈バイパス術（CABG）についても従来の心拍動下バ

イパス（OPCAB）に加えて、左小開胸によるMICS-CABGも

行っている。胸部及び腹部大動脈に対するステントグラフト

内挿術も適応を拡大して積極的に行い、大血管疾患にお

いても症例によっては低侵襲性を実現している。 

2025年から開始した高齢者やハイリスク症例に対する大

動脈弁経カテーテル的大動脈弁置換術（TAVI）も、循環器

内科、麻酔科、看護師、薬剤師、リハビリテーション療法士、

臨床工学技士、管理栄養士、医療ソーシャルワーカーなど

多職種からなるハートチームの熟成が進み、症例数も増加

している。 

末梢血管疾患では最近ニーズが拡大してきている静脈

瘤患者も増加傾向にあり、当院では根治性を重視して、スト

リッピング術を行っている。 

重症心不全に対する治療においては、左室補助デバイ

スであるImpellaを用いた低左心機能症例に対する心臓大

血管手術を引き続き積極的に行っており、超ハイリスク症例

の救命も実現している。 

一方、慢性期の日常臨床においては、かかりつけである

地域の先生方と密に連携し（病診連携、病病連携）、シー 

ムレスな退院後の全身状態の把握や管理に努めている。 
  

＜＜実実績績＞＞  

2025年1月〜12月におこなった全手術数は213件、開心

術112件で、昨年の173件、101件から少し増加した。開心

術およびその他の内訳を以下に示す。 
冠動脈疾患 15例※ 

弁膜症 60例※ 

MICS手術 18例 

胸部大動脈瘤（開胸手術） 24例※ 

急性大動脈解離 6例※ 

腹部大動脈瘤（開腹手術） 12例 

腹部大動脈瘤（ｽﾃﾝﾄｸﾞﾗﾌﾄ） 10例 

末梢血管手術 30例 

その他手術 49例 
※
重複あり 

患者数（外来及び入院、延べ人数の推移）               (人) 

年度 
外来 入院 

延べ患者数 1日平均 延べ患者数 1日平均 

2021年度 4,201 17.4 3,830 10.5 

2022年度 4,445 18.3 4,358 11.9 

2023年度 4,407 18.1 4,666 12.7 

2024年度 3,928 16.2 3,926 10.8 

2025年度 3,849 15.9 3,856 10.6 

 

 

 

 

 
 

 

＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

県外からのご紹介もいただいており、MICS手術を引き続

き積極的に実施し、安定した手術成績を維持していきたい。

大血管に対するステントグラフト内挿術も適応を拡大し、よ

り多くの症例で良好な結果を得た。さらにその手術数増加

が見込まれる。 

論文発表はMICS関連の症例を報告した。学会発表は全

国学会中心に10題を報告した。 

来年度もMICS手術やステントグラフト治療といった低侵

襲な手術を積極的に行うことはもちろん、重症な症例であ

っても積極的に手術を行い、全領域の手術数を増加させて

心臓大血管手術数も150例を目標にしていきたい。練度が

上昇してきたTAVIの症例数をさらに増加させて心臓センタ

ーとして内科、外科の隔たりなく治療を継続していきたい。

学術面では国内学会のみならず、国際学会での発表や論

文活動のさらなる充実に努めたい。 
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診診療療局局：：脳脳神神経経外外科科  

＜＜ススタタッッフフ紹紹介介＞＞  
役  職 スタッフ名 

主任部長兼救急診療センター長 

兼高度脳損傷・脳卒中センター長 
萩原 靖 

部 長 出原 誠 

部 長 下岡 直 

医 長 石田 城丸 

副医長 江村 拓人 

医 員 西川 侑甫(9月退職) 

非常勤医員 堀部 朋哉 

非常勤医員 澤田 隆成 

＜＜特特色色とと概概要要＞＞  

脳神経外科は脳神経内科と協力し、脳神経疾患全体の

専門的治療を提供し、泉州地域における中核病院として、

脳神経外科高度診療、救急対応まで幅広く機能している。 

2025年度のスタッフは、萩原靖主任部長、出原誠部長、

下岡直部長、石田城丸医長、江村拓人副医長、西川侑甫

医員、堀部朋哉医師、澤田隆成医師の8名から始まり、9月

に西川侑甫医師が退職、以降7名で診療にあたっていた。 

① 急性期脳卒中に対していつでも緊急開頭手術、脳血

管内治療が行える体制をとっており、急性脳梗塞に対

する血栓回収、血栓溶解療法も積極的に行っている。

神経集中治療から急性期リハビリテーションも充実して

おり、集学的治療を行っている。 

② 脳腫瘍に対する手術治療数も多く、最新のニューロナ

ビゲーターを用いた安全で確実な外科的治療を提供

している。放射線治療、化学療法などを併せた集学的

治療も提供している。 

③ 機能的手術では、治る認知症とされる正常圧水頭症に

対する髄液短絡路造設術（シャント術）を積極的に導

入している。またパーキンソン病に対する深部電極留

置による刺激療法、拘縮に対する末梢神経手術、顔

面・眼瞼痙攣に対するボトックス治療など行っている。 
 

地域連携ネットワークの中で、脳卒中の手術、rt-PA治療

や血栓回収療法のできる急性期病院として位置づけられ、

さらに専門診療の向上に努めている。新臨床研修医の必

修研修科目の一部である「脳血管障害」を担当しており、教

育にも力を入れている。また、日本リハビリテーション医学

会認定研修施設でもある。 

＜＜実実績績＞＞  
患者数（外来及び入院、延べ人数の推移）               (人) 

年度 
外来 入院 

延べ患者数 1日平均 延べ患者数 1日平均 

2021年度 5,504 22.7 9,358 25.6 

2022年度 6,053 24.9 10,112 27.7 

2023年度 6,069 25.0 12,672 34.6 

2024年度 6,459 26.6 12,509 34.3 

2025年度 6,721 27.8 11,892 32.6 

 

 

 

 

  

 

入院患者の疾患名と人数（主病名件数 上位50まで） 

（期間2025/4/1-2026/3/31退院） 
主病名（ICD10コード名） ICD10 件数 

脳梗塞，詳細不明 I639 111 

（大脳）半球の脳内出血，皮質下 I610 72 

硬膜下出血（急性）（非外傷性） I620 52 

脳動脈の血栓症による脳梗塞 I633 50 

脳動脈の塞栓症による脳梗塞 I634 47 

頚動脈の閉塞及び狭窄 I652 36 

脳動脈瘤，非＜未＞破裂性 I671 28 

脳動脈の詳細不明の閉塞又は狭窄による脳梗塞 I635 27 

正常圧水頭症 G912 22 

一過性脳虚血発作，詳細不明 G459 16 

その他のてんかん G408 16 

脳内出血，詳細不明 I619 15 

脳及び脳髄膜の続発性悪性新生物＜腫瘍＞ C793 15 

くも膜下出血，詳細不明 I609 14 

脳の悪性新生物＜腫瘍＞，脳，部位不明 C719 13 

小脳の脳内出血 I614 12 

その他の脳梗塞 I638 10 

髄膜の良性新生物＜腫瘍＞，脳髄膜 D320 9 

頚動脈サイフォン及び頚動脈分岐部からのくも膜下出血 I600 9 

中大脳動脈からのくも膜下出血 I601 8 

脳幹の脳内出血 I613 8 

前交通動脈からのくも膜下出血 I602 8 

頚動脈瘤及び解離 I720 6 

中大脳動脈の閉塞及び狭窄 I660 6 

頭部及び頚部の一部の後天性欠損 Z900 6 

水頭症，詳細不明 G919 6 

その他の下垂体障害 E236 5 

椎骨動脈の動脈瘤及び解離 I726 5 
脳及び中枢神経系の性状不詳又は不明の新生物＜腫瘍

＞，脳，部位不明 
D432 5 

脳実質外動脈（脳底動脈，頚動脈，椎骨動脈）の詳細不明

の閉塞又は狭窄による脳梗塞 
I632 4 

外傷性硬膜下出血 S065 4 

外傷性くも膜下出血 S066 4 

パーキンソン＜Parkinson＞病 G20 4 

脳内出血，脳室内 I615 4 

外傷性硬膜下出血；頭蓋内に達する開放創を伴わないもの S0650 3 

てんかん重積（状態），詳細不明 G419 3 

脳血管の動静脈奇形 Q282 3 

脳の悪性新生物＜腫瘍＞，前頭葉 C711 3 

脳及び中枢神経系のその他の部位の良性新生物＜腫瘍＞，脳神経 D333 2 

麻痺性症候群，詳細不明 G839 2 

外傷性くも膜下出血；頭蓋内に達する開放創を伴わないもの S0660 2 

昏睡，詳細不明 R402 2 

ヘルペスウイルス（性）脳炎（G05.1*） B004 2 

その他の脳性麻痺 G808 2 
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主病名（ICD10コード名） ICD10 件数 

その他の頭蓋内動脈からのくも膜下出血 I606 2 

動静脈瘻，後天性 I770 2 

椎骨脳底動脈症候群 G450 2 

解離性けいれん＜痙攣＞ F445 1 

その他の慢性疼痛 R522 1 

神経根障害を伴うその他の脊椎症，頸部 M4722 1 

実入院患者数                             （人） 
年度 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 

実入院患者数 675 745 776 711 573 555 610 698 653 667 

 

 

 

 

 

 

 

居住地別入院患者数の推移                    （人） 
 泉佐野 泉州 大阪府 近畿 その他 

2016年 225 427 13 7 3 

2017年 223 479 13 19 11 

2018年 262 474 11 21 8 

2019年 219 460 16 10 6 

2020年 184 373 6 7 3 

2021年 171 366 8 8 2 

2022年 176 407 10 9 8 

2023年 202 458 12 13 13 

2024年 201 426 8 11 7 

2025年 193 434 16 15 9 
 

 

 

 

 

 

 

 

手術実績 

りんくう総合医療センターと泉州救命救急センターを併

せた総件数は383件で、泉州地域の脳神経救急診療の中

核病院として機能している。 

その他 

①日本脳神経外科学会専門医認定制度訓練施設 

②日本脳卒中学会研修教育施設 

③日本脳卒中学会一次脳卒中センター 

④日本臓器学会認定指導施設 

⑤大阪府がん診療拠点病院 

＜＜今今年年度度のの成成果果とと来来年年度度へへのの抱抱負負＞＞  

血管内治療、頭部外傷治療等で府下有数の症例数を達

成している。 

一方で医師不足は解決しておらず、個々の医師への負

担は増加傾向にある。若手医師の臨床研修を強化し、技

術指導を徹底する事により、臨床医としての能力向上を目

指す事でこうしたマンパワー不足に対応している。 

医療圏最大の急性期病院として脳卒中、頭部外傷治療

の中心としての役割を果たしていくことを変わらぬ目標とし

ている。長年にわたって医療圏の脳神経診療センターとし

ての機能を果たしており、今後その存在意義と責任はさら

に大きくなっていくと考えている。 
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－ 68 － － 69 －


